
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。

【
４�

月
１
日
付
】

《
特
別
職
》

　

�

教
育
長
＝
三
桝
賢
二
（
再
任
）

《
採
用
》

　

�

住
民
課
＝
白
石
千
鈴
、教
育
委
員
会
＝

山
本
朝
香
、
芦
屋
釜
・
歴
史
文
化
課
＝

其
田
佑
佳

《
異
動
》（　
）
内
は
旧
所
属

　

�

芦
屋
港
活
性
化
推
進
室
長
＝
志
村
亮

二
（
健
康
・
こ
ど
も
課
長
）、
税
務
課

長
＝
水
摩
秀
徳
（
芦
屋
港
活
性
化
推

進
室
長
）、
健
康
・
こ
ど
も
課
長
＝
本

郷
宣
昭
（
芦
屋
釜
・
歴
史
文
化
課
芦

屋
釜
の
里
・
歴
史
の
里
係
長
）、
環
境

住
宅
課
長
＝
村
尾
正
一（
税
務
課
長
）、

都
市
整
備
課
長
＝
小
田
武
文
（
環
境

住
宅
課
長
）

【
３
月
31
日
付
】

《
定
年
退
職
》

　

�

山
下
洋
二
（
都
市
整
備
課
）、
中
畑
一

彦
（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
）、
小
野

圭
二
（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
）、
山

田
克
樹
（
芦
屋
釜
・
歴
史
文
化
課
）

《
退
職
》

　

�

林
田
尚
修（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
局
）、

垂
水
荘
一
朗
（
財
政
課
）

※�

係
長
以
下
の
配
置
異
動
な
ど
は
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
人
事
係
（
☎
２
２
３

‐
３
５
７
４
）

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
３
人
の
職
員
が
入
庁

し
ま
し
た
。
自
己
紹
介
を
兼
ね
、
次
の

質
問
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

①
出
身
地　

②
好
き
な
も
の
・
こ
と　

③
特
技
・
自
慢　

④
座
右
の
銘
・
好
き

な
言
葉　

⑤
自
分
を
動
物
に
た
と
え
る

と　

⑥
１
年
目
の
抱
負

役
場
の
人
事

新
人
職
員
紹
介

お
知
ら
せ

芦屋釜・歴史文化課
其田佑佳

①
北
九
州
市
八
幡
西
区
②
茶
道
③

打
楽
器
は
ほ
と
ん
ど
演
奏
で
き
ま

す
④
笑
顔
⑤
ト
イ
プ
ー
ド
ル
（
犬
）

⑥
芦
屋
町
の
歴
史
や
芦
屋
釜
の
魅

力
を
町
内
外
に
広
く
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。
私
は
、

芦
屋
釜
の
里
・
芦
屋
歴
史
の
里
に
い

ま
す
の
で
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

住民課
白石千鈴

①
那
珂
川
市
②
猫
・
旅
行
・
カ
メ
ラ
・

自
然
③
の
ど
自
慢
（
予
選
）
に
出

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
④
人
生
、
日
々

勉
強
！
⑤
大
型
犬
⑥
自
然
豊
か
な
、

温
か
み
の
あ
る
芦
屋
町
で
働
け
る

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
早

く
仕
事
を
覚
え
て
皆
さ
ん
に
覚
え

て
い
た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

教育委員会
山本朝香

①
北
九
州
市
八
幡
西
区
②
お
い
し

い
ご
飯
・
旅
行
③
世
界
遺
産
検
定

１
級
を
持
っ
て
い
ま
す
④
明
日
は

明
日
の
風
が
吹
く
⑤
パ
ン
ダ
⑥
正

確
、
丁
寧
な
仕
事
を
心
が
け
、
何

事
に
も
真
摯
に
取
り
組
み
ま
す
。

皆
さ
ん
の
笑
顔
を
第
一
に
考
え
て
行

動
し
ま
す
。

新人職員の皆さん

訂
正
と
お
わ
び

　
広
報
あ
し
や
４
月
号
に
掲
載
し
た
み

ん
な
の
ひ
ろ
ば
（
10
ペ
ー
ジ
）
の
一
部

に
記
載
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正

し
て
お
わ
び
し
ま
す
。
正
し
く
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
誤
】
準
優
勝
・
井
上
虎
太
朗

【
正
】
準
優
勝
・
井
上
虎
太
郎

▽�

問
い
合
わ
せ　
広
報
情
報
係
（
☎
２

２
３
‐
３
５
６
９
）
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㊲

特
別
展

「
玉
井
家
・
吉
田
家
・
杉
山
家
」

～
人
の
望
み
と
喜
び
と
～
よ
り
④

『
花
と
龍
』
の
世
界

吉
田
磯
吉
と
玉
井
金
五
郎
と
火
野
葦あ
し
へ
い平

　
芦
屋
か
ら
若
松
へ
出
た
吉
田
磯
吉
は
、

若
松
で
確
た
る

地
盤
を
築
き
、

周
囲
か
ら
の
要

請
も
強
か
っ
た

こ
と
か
ら
選
挙
に
打
っ
て
出
、国
政
に
向

か
い
ま
す
。

　
一
方
、
故
郷
松
山
を
離
れ
、
石
炭
景
気

で
賑
わ
う
若
松
港
で
働
き
始
め
る
玉
井

金
五
郎
。沖お
き
な
か
し

仲
仕
の
小こ
が
し
ら頭
と
し
て
頭
角
を

現
し
ま
す
。
若

松
に
腰
を
据
え

自
分
の
組
を
持

ち
、
地
域
で
も

重
き
を
成
す
よ
う
に
な
り
ま
す
。
責
任

感
が
あ
り
、
面
倒
見
の
よ
い
性
格
か
ら
、

人
に
乞
わ
れ
若
松
市
議
会
議
員
と
し
て

地
方
政
治
に
も
関
与
す
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
後
日
、
金
五
郎
の
長
男
、
火
野
葦

平
（
本
名
、玉
井
勝
則
）
は
小
説
『
花
と

龍
』で
金
五
郎
と
そ
の
妻
マ
ン
の
若
松
で

の
青
春
を
描
き
、大
き
な
壁
と
し
て
吉
田

の
大
親
分
を
置
き
ま
し
た
。

　
葦
平
は
、出
征
中
に
『
糞ふ
ん
に
ょ
う
た
ん

尿
譚
』
で
芥

川
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
が
大
き

な
話
題
と
な
っ

た
人
物
で
す
。

ま
た
、『
麦
と
兵

隊
』
な
ど
の
兵
隊
三
部
作
は
、戦
時
中
で

あ
り
な
が
ら
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
葦
平
は
、東
京
と
若
松
の
双
方
に

書
斎
を
設
け
、上
京
と
帰
郷
を
繰
り
返
し

な
が
ら
国
民
的
人
気
作
家
と
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

吉
田
敬
太
郎
と
玉
井
政
雄

碩せ
き
が
く学
的
作
家
と
牧
師
市
長

　

吉
田
家
と
玉
井
家
の
関
わ
り
は
次
の

世
代
に
ま
で
引
き
継
が
れ
ま
す
。磯
吉
の

息
子
敬
太
郎
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

戦
時
下
で
衆
議
院
議
員
を
1
期
務
め
ま

す
が
、
東
條
政

権
を
批
判
し
、

秘
密
裁
判
に
よ

り
投
獄
さ
れ
ま

す
。
過
酷
な
獄

中
で
聖
書
に
出
会
い
、
戦
後
、
キ
リ
ス
ト

教
に
入
信
、牧
師
に
な
り
ま
す
。
追
放
解

除
後
に
は
周
囲
よ
り
推
さ
れ
て
若
松
市

長
に
な
り
、
市
政
の
刷
新
に
努
め
ま
す
。

教
育
に
力
を
入
れ
た
市
政
運
営
を
行
い

ま
す
が
、若
戸
大
橋
の
架
橋
も
大
き
な
仕

事
で
し
た
。5
市
合
併
に
よ
っ
て
北
九
州

市
が
成
立
し
た
際
に
は
、市
長
職
務
執
行

者
を
務
め
た
こ
と
を
最
後
に
公
務
か
ら

降
り
、キ
リ
ス
ト
教
伝
道
者
と
し
て
余
生

を
過
ご
し
ま
す
。

　

葦
平
の
弟
、
玉
井
政
雄
は
東
京
大
学

（
当
時
、
東
京

帝
国
大
学
）
卒

業
後
、
若
松
に

帰
る
こ
と
を

選
び
、
教
育
者

と
し
て
、
作
家

と
し
て
地
元

の
文
化
発
展

に
寄
与
し
ま

す
。若
松
市
史
や
芦
屋
町
史
の
編へ
ん
さ
ん纂
に
も

力
を
注
ぎ
、
郷
土
史
を
素
材
と
し
た
小

説
群
を
執
筆
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大

侠き
ょ
う
か
く客
兼
政
治
家
の
磯
吉
と
牧
師
兼
政
治

家
の
敬
太
郎
、数
奇
な
運
命
を
た
ど
る
親

子
二
代
に
心
惹ひ

か
れ
、綿
密
な
取
材
調
査

の
末
『
刀
と
聖
書
』
を
上じ
ょ
う
し梓
し
ま
し
た
。

　

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
二
十
四

△吉田敬太郎

△玉井政雄

△�火野葦平

△�吉田磯吉△玉井金五郎

▼
皆
さ
ん
は
「
そ
の
連
絡
『
早
め
』
に

し
て
お
い
て
と
言
わ
れ
た
ら
、
い
つ

連
絡
を
し
ま
す
か
10
分
後
？
１
時
間

後
？
今
日
中
？
１
週
間
後
？
『
早
め
」

は
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
指
し
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
曖あ

い

昧ま
い

な
言
葉
で
、伝

わ
り
に
く
い
の
だ
そ
う
で
す
。「
ち
ゃ

ん
と
」
や
「
し
っ
か
り
」
な
ど
も
そ
の

仲
間
。「『
今
日
中
に
』『
12
時
ま
で
に
』

連
絡
を
し
て
お
い
て
」
な
ど
、具
体
的

に
す
る
こ
と
が
相
手
に
と
っ
て
分
か

り
や
す
い
話
し
方
だ
そ
う
で
す
よ（
６

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。�

（
那な

ぎ木
）

▼
４
月
に
３
人
の
新
人
職
員
が
入
り
ま

し
た
。
１
年
前
に
入
っ
た
私
の
姿
を
思

い
出
し
、と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
ま
す
。

自
分
の
使
命
を
再
認
識
し
、
こ
れ
か
ら

も
広
報
あ
し
や
を
よ
り
良
い
も
の
に
で

き
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。
今
年
度
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
手
塚
）

▼
７
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
の
わ
だ
い
。桜
並

木
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
る
人
の
写
真
、

場
所
は
ど
こ
か
分
か
り
ま
す
か
？
芦

屋
小
学
校
で
す
。
こ
こ
は
、
芦
屋
町

オ
ー
ル
ロ
ケ
の
映
画「
夏
の
夜
空
と
秋

の
夕
日
と
冬
の
朝
と
春
の
風
」の
ロ
ケ

地
に
な
っ
た
所
で
、２
０
１
８
～
２
０

１
９
年
に
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
大
河

ド
ラ
マ
俳
優
と
し
て
も
活
躍
す
る
市

原
隼
人
さ
ん
な
ど
豪
華
俳
優
が
た
く

さ
ん
出
演
し
て
い
ま
す
。
こ
の
映
画

を
図
書
館
開
催
の
「
大
人
の
上
映
会
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す（
詳
細
は
９

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。
町
の
至
る
所
が
出

て
く
る
の
で
、ス
ト
ー
リ
ー
以
外
も
と

て
も
楽
し
め
ま
す
よ
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）

編

集
後
記
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